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有
明
海
の
漁
民
は
、
諌
早
湾
干
拓
事
業

(以
下
干
拓
事

業
)
が
有
明
海
の
漁
業
被
害
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
と
考

え
て
裁
判
に
訴
え
て
い
る
。
現
在
ま
で
に
四

つ
の
判
決
(正

確

に
は

一
つ
は
原
因
裁
定

(後
述
))
が
出
さ
れ
て
い
る
。

ひ
と
つ

(佐
賀
地
裁
)
は
漁
民
の
訴
え
を
認
め
た
が
、
残

り
は
認
め
な
か
っ
た
。
認
め
な
か
っ
た
の
は
、
因
果
関
係

が
な
い
と
い
う
の
で
は
な
く
、
因
果
関
係
が
わ
か
ら
な
い

か
ら
と
い
う
理
由
で
あ
っ
た
。
筆
者
は
因
果
関
係
が
あ
る

と
考
え
て
い
る
が
、
因
果
関
係
が
あ
る
と
述
べ
て
い
る
研

究
者
は
少
な
い

(諌
早
湾
干
拓
事
業
は

一
九
八
九
年
に
開

始
さ
れ
て
、

一
九
九
七
年
四
月
に
湾
奥
が
潮
受
け
堤
防
と

呼
ば
れ
る
堤
防
で

一
挙
に
締
め
切
ら
れ
た

(
一
般
に
ギ
ロ

チ
ン
と
呼
ば
れ
る
)。
筆
者
ら
は
、
諌
早
湾
内
の
漁
業
被
害

は

一
九
九
〇
年
以
降
生
じ
て
、
有
明
海
の
漁
業
被
害
は

一

九
九
七
年
以
降
生
じ
た
と
考
え
て
い
る
。

因
果
関
係
に
つ
い
て
正
面
か
ら
論
議
さ
れ
た
の
は
公
害

等
調
整
委
員
会

(公
調
委
)
で
あ
る
。
被
害
の
救
済
な
ど

を
で
き
る
だ
け
速
く
解
決
す
べ
き
と
い
う
観
点
か
ら
、
公

害
問
題
を
迅
速
に
処
理
す
る
た
め
に
設
置
さ
れ
て
い
る
の

が
公
調
委
で
あ
る
。
漁
民
は
、
諌
早
湾
干
拓
事
業
と
有
明

海
の
漁
業
被
害
と
の
間
に
因
果
関
係
が
あ
る
こ
と
を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
二
〇
〇
四
年
春
に
原
因
裁
定

を
求
め
る
訴
え
を
行

っ
た
。
こ
の
原
因
裁
定
の
審
議
を
通

じ
て
因
果
関
係
を
め
ぐ
る
科
学
論
争
が
行
わ
れ
た
。

現
在
漁
民
は
、
潮
受
け
堤
防
の
開
門
を
強
く
要
求
し
て

い
る
。
締
め
切
り
の
内
部
に
調
整
池
が
で
き
て
い
て
、
干

潮
時
に
水
門
を
開
け
て
調
整
池
に
溜
ま
っ
た
水
を
排
水
し

て
お
り
、
調
整
池
に
海
水
が
流
入
し
な
い
よ
う
に
調
節
し

て
い
る
。
漁
民
は
常
時
開
門
し
て
、
海
水
を
流
入
さ
せ
る

こ
と
を
要
求
し
て
い
る
。

こ
こ
で
は
、
因
果
関
係
が
あ
る
と
の
考
え
方
(「有
明
海

の
生
態
系
再
生
を
め
ざ
し
て
」
"
海
洋
学
会
編
、
恒
星
社
厚

生
閣
、
二
〇
〇
五
、
に
整
理
し
て
記
述
さ
れ
て
い
る
)と
、

因
果
関
係
は
不
明
で
あ
る
と
し
た
公
調
委
の
原
因
裁
定
の

問
題
、
お
よ
び
現
在
漁
民
が
も
っ
と
も
強
く
要
求
し
て
い

る
締
め
切
り
堤
防
の
開
門
の
是
非
に
関
す
る
論
争
を
取
り

上
げ
る
。
因
果
関
係
と
開
門
調
査
は
、
干
拓
事
業
を
め
ぐ

る
二
つ
の
大
き
な
争
点
と
な
っ
て
い
て
、
今
後
も
裁
判
の

場
で
争
わ
れ
る
問
題
で
あ
る
。

有
明
海
漁
業
の
衰
退

有
明
海
の
海
面
漁
業
(ノ
リ
な
ど
養
殖
業
以
外
の
漁
業
)

の
漁
獲
量
は
、

一
九
八
○
年
に
約
十
四
万
t
、

一
九
九
〇

年
に
約
六
万
t
、

一
九
九
七
年
約
四
万
t
、
現
在
は
約
二

万
t
で
あ
る
(図
1
)
。
現
在
の
漁
獲
量
は
、
諌
早
湾
干
拓

工
事
が
始
ま
っ
た

一
九
八
九
年
と
比
較
す
る
と
約
%
、

一

九
九
七
年
堤
防
が
締
め
切
ら
れ
て
か
ら
約
%
に
減
少
し
て

い
る
。
ノ
リ
を
除
く
漁
業
生
産
額
は
、

一
九
九
〇
年
二
〇

〇
億
円
ほ
ど
、
二
〇
〇
二
年
に
は
七
十
五
億
円
に
減
少
し

た
。
有
明
海
漁
民

・
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
調
べ
で
は
、

一
九
九
九
年
以
降
二
〇
〇
五
年

一
月
ま
で
に
漁
業
不
振
で

自
殺
し
た
人
は
十
三
人
に
の
ぼ
っ
て
い
て
、
有
明
海
漁
業

の
再
生
は
ま
っ
た
な
し
の
状
況
に
あ
る
。

一
九
八
○
年
代

に
減
少
し
た
の
は
主
に
ア
サ
リ
で
あ
り
、
時
期
的
に
見
て

も
干
拓
事
業
と
は
関
連
が
な
い
。
漁
業
者
が
干
拓
事
業
と

関
連
が
あ
る
と
し
て
訴
え
た
主
要
な
生
産
物
は
ノ
リ
と
タ

イ
ラ
ギ

(殻
の
長
さ
が
十
五
～
三
十

㎝
の
二
枚
貝
で
、
貝

柱
が
高
く
取
引
さ
れ
る
)
で
あ
る
。
ノ
リ
は
、
有
明
海
奥

部
の
福
岡
県
と
佐
賀
県

(図
2
の
G
～
L
)
と
湾
央
の
熊

本
県

(P
、
Q
)
お
よ
び
熊
本
県
沿
岸

(S
～
W
)
で
養

殖
さ
れ
て
い
る
。
被
害
が
大
き
い
の
は
H
、
K
、
L
、
P

と
Q
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
水
域
は
筑
後
川
な
ど
の
大
河
川

か
ら
遠

い
た
め
栄
養
塩
供
給
が
不
足
し
が
ち
で
あ
り
、
赤
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図1有 明海海面漁獲量の推移

1975
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図2有 明海の地形とノリ期の観測点

潮
が
発
生
す
る
と
ノ
リ
は
不
作
と
な
る
。
タ
イ
ラ
ギ
は
以

前

に
は
諌
早
湾

(B
)
お
よ
び
湾
奥

(H
～
K
の
水
域
)

で
漁
獲
さ
れ
た
が
、
諌
早
湾
で
は

一
九
九
三
年
以
降
、
湾

奥
で
は

一
九
九
九
年
以
降
壊
滅
し
た
。
ク
ル
マ
エ
ビ
や
蒲

鉾
材
料
で
有
名
な

二
べ
・
グ
チ
も
干
拓
事
業
以
降
に
不
漁

に
な

っ
た
。

二
.
干
拓
事
業

の
経
過

一
九
八
九
年
工
事
開
始
、
諌
早
湾

の
%
(三
五
〇
〇
㎞
)

に
あ
た
る
干
潟
を
含
む
奥
部
を
潮
受
け
堤
防
で
締
め
切

っ

て
、
内
側

(調
整
池
)
を
淡
水
化
し
て
農
業
用
水
と
す
る

と
と
も
に
、
水
位
を
下
げ
て
お
い

て
、
大
雨
の
と
き
に
河
川
水
の
逆

流
で
水
害
に
な
る
の
を
防
ぐ
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
る
(図
3
)。
内

側
の

一
部
は
埋
め
立
て
て
農
地
を

造
成
し
た
(約
七
〇
〇
㎞
)。
工
事

は
約
九
五
%
終
了
、
総
工
費
は
約

二
五
〇
〇
億
円
、
農
地
の
販
売
価

格
は
約
五
十
億
円
、
ま
た
農
地
の

推
定
生
産
額
/
年
は
四
十
五
億
円

ほ
ど
で
あ
る
。
潮
受
け
堤
防
の
長

さ
は
約
七
㎞
、

一
九
九
七
年
に
残

さ
れ
た
約

一
二
〇
〇

m
が

一
気
に

締
め
切
ら
れ
た

(い
わ
ゆ
る
ギ
ロ

チ
ン
)。
そ
の
後
は
淡
水
化
を
維
持

す
る
た
め
に
、
海
水
導
入
を
防
ぎ
、

干
潮
時
に
南
と
北
に
あ
る
水
門
を

開
け
て
、
河
川
か
ら
の
水
を
排
出

し
て
い
る
。

三
.
諌
早
湾
干
拓
事
業
と
有
明
海
漁
業
被
害

と
の
因
果
関
係
を
め
ぐ
る
争
点

三
.

一

ノ
リ
漁
業
…
…
二
〇
〇
〇
年
十
二
月
か
ら
二

〇
〇

一
年
初
め
に
か
け
て
大
型
珪
藻
リ
ゾ
ソ
レ
ニ
ア
が
発

生
し
て
、
ノ
リ
生
産
に
必
要
な
無
…機
態
窒
素

(D
I
N
、

主
と
し
て
硝
酸
態
窒
素
)
が
減
少
し
て
、
有
明
海
の
ノ
リ

生
産
は
半
減
し
た
。
そ
れ
以
降
も
年
に
よ
る
変
動
は
あ
る

が
、

一
.
で
述
べ
た
大
河
川
か
ら
遠
い
水
域
で
は
ノ
リ
生

産
が
低
い
ま
ま
で
あ
る
。
ノ
リ
漁
業
被
害
が
赤
潮
に
よ

っ

て
生
じ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
堤

(二
〇
〇
五
)
は
、

農
水
省
の
資
料
を
調
べ
て
、
赤
潮
は

一
九
九
八
年
以
降
大
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図3諌 早湾干拓工事(当 初計画ラインは当初の埋め立て予

定地を示している。実際には干拓地 と書かれている所

が埋め立てられた)

規
模
化
し
た
こ
と
を
示
し
た
。

一
般
に
降
雨
が
あ
っ
て
、

河
川
か
ら
多
量
の
水
が
海
域
に
流
入
す
る
と
赤
潮
に
な
り

や
す
い
の
で
、
赤
潮
以
前
の
四
十
日
間
の
雨
量
と
赤
潮
規

模
指
数

(赤
潮
の
面
積
×
持
続
期
間
)
の
関
係
を
調
べ
た

(図
4
)。
明
ら
か
に
、
干
拓
事
業
に
よ
る
堤
防
締
め
切
り

(
一
九
九
七
年
)
以
前
と
以
後
で
関
係
が
異
な

っ
て
い
て
、

以
後
で
は
同
じ
雨
量
で
も
赤
潮

の
規
模
が
二
～
三
倍
と

な

っ
て
い
る
。
堤

(二
〇
〇
五
)
は
、
干
拓
事
業
に
よ

っ

て
成
層

(河
川
由
来
の
軽
い
水
が
上
層
に
、
沖
側
の
塩
分

の
高

い
重

い
水
が
下
層
に
分
布
し
て
、
二
層
構
造
と
な
る

こ
と
を
言
い
、
赤
潮
が
発
生
し
や
す
く
な
る
)
が
起
こ
り

や
す
く
な

っ
た
た
め
と
推
定
し
た
。

成
層
度
強
化

の
論
争
・…
-
物
理
的
に
、
潮
流
が
弱
ま
れ

ば
成
層
度
が
強
化
さ
れ
る
。
海

の
面
積
が
減
少
す
る
と
潮
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図4赤 潮 発 生 前40日 間 に お け る降 水 量 と赤 潮 規 模 指 数 の

関 係

位
差
が
減
少
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
諌
早
湾
の
奥

が
締
め
切
ら
れ
て
三
五
〇
〇
㎞
の
面
積

(有
明
海
面
積
の

約
二
%
)
が
失
わ
れ
た
こ
と
と
関
連
し
て
、
潮
位
差
が
約

二

.
五
%
減
少
し
た
。
ま
た
、
解
析
に
よ
っ
て
こ
の
減
少

の
五
〇
%
が
締
切
り
に
よ
る
と
推
定
さ
れ
た
。
潮
位
差
が

減
少
す
る
と
潮
流
も
減
少
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
成
層
度

は
流
速
の
三
乗
に
反
比
例
す
る

(例
え
ば
、
流
速
が
五
%

減
少
す
る
と
成
層
度
は

一
五
%
増
加
す
る
)
の
で
、
干
拓

事
業
に
よ

っ
て
潮
流
が
減
少
し
た
か
ど
う
か
が
最
大
の
論

争
点
と
な

っ
た
。

農
水
省
は
潮
流
の
減
少
は
諌
早
湾
内
に
留
ま
り
、
有
明

海
の
潮
流
は
弱
ま
ら
な
い
、
し
た
が

っ
て
有
明
海
に
お
け

る
ノ
リ
や
タ
イ
ラ
ギ
の
減
少
と
干
拓
事
業
は
無
関
係
で
あ

る
主
張
し
て
い
る
。
し
か
し
、
農
水
省
の
調
査
に
よ
る
と
、

図
2
の
島
原
半
島
の
国
見
町
の
沖
の
点
で
、
二
〇
〇
〇
年

以
降
毎
年
の
調
査
に
よ
る
潮
流
速
は
、
締
め
切
り
前
の

一

九
八
九
年

の
潮
流
速
よ
り
二
〇
～
三
〇
%
減
少
し
て
い

る
。
農
水
省
は
国
見
町
沖
の
調
査
点
も
諌
早
湾
内
と
主
張

す
る
が
、
ど
う
み
て
も
有
明
海
湾
央
で
あ
る
。

一
方
、
西

ノ
首
ら

(二
〇
〇
四
)
は
島
原
沖
で

一
九
九
三
年
と
二
〇

〇
三
年
に
潮
流
観
測
を
実
施
し
て
、
二
〇
〇
三
年
の
潮
流

は

一
九
九
三
年
の
も
の
と
比
較
し
て
二
〇
～
三
〇
%
減
少

し
て
い
る
こ
と
を
見
出
し
た
。
公
調
委
は
、

一
九
九
三
年

と
二
〇
〇
三
年
の
観
測
点
が
G
P
S
の
不
備
で
同
じ
点
の

調
査
で
は
な
い
可
能
性
が
あ
る
と
述
べ
て
、
西
ノ
首
ら
の

調
査
結
果
を
否
定
し
て
い
る
が
、
国
の
機
関
が
述

べ
る
と

は
思
え
な
い
い
い
加
減
な
見
解
で
あ
る
。

諌
早
湾
で
締
め
切
ら
れ
た
面
積
は
有
明
海
全
体
の
約

二
%
、
潮
位
差
は
締
め
切
り
に
よ
っ
て
二
・
五
%
程
度
で

あ
る
の
に
、
観
測
で
は
な
ぜ
二
〇
～
三
〇
%
も
減
少
す
る

の
か
が
大
き
な
関
心
事
で
あ
る
。
ひ
と
つ
は
、
図
2
で
見

る
よ
う
に
諌
早
湾
は
湾
奥
に
近
い
と
こ
ろ
に
あ
る
の
で
、

島
原
半
島
か
ら
奥
を
考
え
る
と
、
締
め
切
り
面
積
は
約

五
%
に
あ
た
り
、
平
均
し
て
五
%
の
潮
流
速
減
少
が
考
え

ら
れ
る
。

一
般
に
地
球
自
転

の
効
果

(
コ
リ
オ
リ
カ
)
に

よ

っ
て
、
湾
内
水
は
有
明
海
の
西
側
を
通

っ
て
流
出
し
、

湾
外
水
は
東
側
を
通

っ
て
流
入
す
る
。
諌
早
湾
は
流
出
側

で
窪
ん
だ
構
造
を
し
て
い
る
こ
と
が
関
係
し
て
、
島
原
半

島
沿

い
で
強
い
流
れ
が
存
在
す
る
。
こ
の
よ
う
な
流
れ
の

不
均
等
分
布
が
関
連
し
て
、
島
原
半
島
沿
い
で
潮
流
速
が

大
き
く
減
少
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
今
後
検
討
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
島
原
半
島
沿

い
の
潮
流
速
が
減
少
す
る
と
、
湾
内
水

が
速
や
か
に
湾
口
方
面

へ
流
出
し
に
く
く
な
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
る
。
そ
の
こ
と
が
湾
奥
で
河
川
由
来
の
水
が
溜
ま

り
や
す
く
な
っ
て
、
成
層
度
が
強
化
さ
れ
る
こ
と
が
推
定

さ
れ
る
。
実
際
に
公
調
委

の
専
門
委
員
の
数
値

シ
ミ
ュ
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レ
ー
シ
ョ
ン
で
こ
の
こ
と
が
示
さ
れ
た
。
し
か
し
、
公
調

委
は
海
洋
観
測
で
成
層
度
が
強
化
さ
れ
た
と

い
う
デ
ー
タ

が
見
出
せ
な
い
と
い
う
理
由
で
、
成
層
度
の
強
化
↓
赤
潮

の
大
規
模
化
と
い
う
考
え
を
認
定
し
な
か

っ
た
。

赤
潮
は
、
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
の
異
常
増
殖
で
あ
る
。

植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
の
成
長
は
光
、
栄
養
塩
、
水
温
な
ど

の
影
響
を
受
け
る
。
公
調
委
は
成
層
度
強
化

以
外
の
可
能

性
を
検
討
し
て
、
い
ず
れ
も
否
定
し
て
い
る
。
残
る
は
成

層
度
の
強
化
し
か
な
い
と
述
べ
な
が
ら
、
あ
る
デ
ー
タ
が

〔コ佐賀
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図5佐 賀 県 と長 崎 県 の タ イ ラギ 漁獲 量 お よび諌 早 湾 口砂 採 取 量 の推 移

そ
れ
を
示
し
て
い
な
い
と
い
う
理
由
で
こ
れ
認
め
な
か
っ

た
が
、
読
者
は
ど
う
考
え
ら
れ
ま
す
か
?

三
.
ニ

タ
イ

ラ
ギ
漁
業

…
…
長
崎
県
の
タ
イ
ラ
ギ

漁
は
諌
早
湾
口
周
辺
で
行
わ
れ
、
佐
賀
県
と
福
岡
県
で
は

有
明
海
奥
部

(図
2
の
H
～
K
)
が
漁
場
と
な

っ
て
い
た
。

図
5

(佐
々
木

(二
〇
〇
五
)
)
に
干
拓
工
事
開
始

(
一
九

八
九
年
)
か
ら

一
九
九
八
年
に
か
け
て
の
タ
イ
ラ
ギ
漁
獲

量
と
干
拓
工
事
の
た
め
に
諌
早
湾
口
で
行
わ
れ
た
砂
採
取

の
推
移
を
示
し
た
。長
崎
県
の
漁
場
は
諌
早
湾
口
周
辺
で
、

砂
採
取
地
点
と
重
な

っ
て
い
た
。
図
を
見
る
と
明
ら
か
な

よ
う
に
、
長
崎
県
の
タ
イ
ラ
ギ
漁
獲
量
は
砂
採
取
が
始

ま

っ
て
す
ぐ
に
漁
獲
さ
れ
な
く
な
り
、

一
九
九
四
年
以
降

今
年
ま
で
十
二
年
間
漁
獲
な
し
が
続
い
て
い
る
。
砂
採
取

が
終
わ

っ
て
も
回
復
し
な
い
の
は
、
締
め
切

っ
た
こ
と
に

よ
る
諌
早
湾
の
環
境
悪
化
の
た
め
と
推
定
さ
れ
る
。
佐
賀

県

(図
に
は
な
い
が
、
福
岡
県
と
熊
本
県
も
)
の
漁
獲
量

は
二
〇
〇
〇
年
以
降
ほ
と
ん
ど
な
く
な

っ
た
。

タ
イ

ラ
ギ
減
少
要
因
に

つ
い
て
の
底
質
論
争

…
・-
タ

イ
ラ
ギ
の
卵
が
艀
化
す
る
と
、
○

・
一
㎜
程
度
の
浮
遊
幼

生
と
な

っ
て
湾
内
を
漂
流
す
る
。
有
明
海

・
八
代
海
総
合

調
査
評
価
委
員
会

(葺
8
"＼
＼を
ぞ
毫
・Φ
昌タ
σq
O
壱
＼o
o
巷
。
一一＼

b。
09。
亭
《
讐
ωミ
《
oω眩
b。O
・げ
什巨

)
で
報
告
さ
れ
た
資
料
に
よ

る
と
、
二
〇
〇
三
年
夏
季
の
調
査
で
は
浮
遊
幼
生
の
多
く

の
部
分
が
諌
早
湾
口
周
辺
に
集
ま
る
。
浮
遊
幼
生
が
あ
る

程
度
大
き
く
な
る
と
沈
降
し
て
、底
質
で
生
活
を
始
め
る
。

こ
れ
を
着
底
稚
貝
と
呼
ぶ
。
報
告
に
よ
る
と
、
着
底
稚
貝

は
諌
早
湾
口
や
有
明
海
奥
部
の
西
の
佐
賀
県
側
に
は
分
布

せ
ず
、
福
岡
県
側
だ
け
分
布
し
て
い
た
。
同
様
な
調
査
が

一
九
八

一
年
に
な
さ
れ
て
い
て
、
二
〇
〇
三
年
と
比
較
す

る
と
浮
遊
幼
生
の
分
布
は
ほ
と
ん
ど
違
わ
な
か

っ
た
が
、

着
底
稚
貝
は
広
く
分
布
し
て
い
た
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
タ
イ
ラ
ギ
漁
獲
量
が
減
少
し
た
の
は
、
浮

遊
幼
生
が
少
な
い
た
め
で
は
な
く
、
着
底
稚
貝
が
減
少
し

た
か
ら
と
推
測
さ
れ
る
。
着
底
稚
貝
は
砂
地
で
は
よ
く
成

長
す
る
が
泥
場
で
は
成
長
で
き
な
い
こ
と
が
知
ら
れ
て
い

る
。
し
た
が
っ
て
、締
め
切
り
以
後
底
質
が
泥

っ
ぼ
く
な
っ

た
こ
と
が
推
定
で
き
る
。
実
際
に
有
明
海
奥
部
の
佐
賀
県

沖
で
は
締
め
切
り
以
後
に
、
泥
っ
ぽ
い
水
域
が
佐
賀
県
側

か
ら
東
側
に
広
が
っ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。ま
た
、

有
明
海
湾
央
部
で
も
底
質
の
粒
径
が
小
さ
く
な
る

(泥

っ

ぼ
く
な
る

日
細
粒
化
と
呼
ぶ
)
結
果
が
示
さ
れ
て
い
る
。

潮
流
速
が
減
少
す
れ
ば
泥
っ
ぼ
く
な
る
の
で
、
干
拓
事
業

に
よ
る
締
め
切
り
で
潮
流
速
が
減
少
し
た
た
め
、
細
粒
化

が
進
ん
で
タ
イ
ラ
ギ
が
減
少
し
た
と
推
定
さ
れ
る
。

農
水
省
は
、
干
拓
事
業
の
影
響
は
諌
早
湾
内
に
留
ま
り
、

有
明
海
に
及
ん
で
い
な
い
こ
と
を
力
説
し
て
い
る
。
公
調

委
は
、
底
質
は
変
動
が
激
し
い
の
で
細
粒
化
し
た
か
ど
う

か
わ
か
ら
な
い
と
述
べ
て
、
干
拓
事
業
が
タ
イ
ラ
ギ
を
減

少
さ
せ
た
か
ど
う
か
わ
か
ら
な
い
と
述
べ
た
。
公
調
委
は

底
質
の
変
化
に
つ
い
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
資
料
に
つ
い
て

言
及
し
て
い
る
が
、
上
に
述
べ
た
タ
イ
ラ
ギ
の
浮
遊
幼
生

と
着
底
稚
貝
の
動
態
に
つ
い
て
は
ま
っ
た
く
触
れ
て
い
な

い
。
底
質
の
調
査
結
果
と
タ
イ
ラ
ギ
着
底
稚
貝
の
動
態
を

併
せ
て
考
え
る
と
、
堤
防
の
締
め
切
り
に
よ
っ
て
流
れ
が

弱
ま
っ
て
、
底
質
が
細
粒
化
し
て
、
タ
イ
ラ
ギ
稚
貝
が
成

長
で
き
な
く
な

っ
た
と
考
察
す
る
の
が
も

っ
と
も
可
能
性

が
高

い
と
考
え
ら
れ
る
。

四
.

開
門
を

め
ぐ
る
論
争

話
は
二
〇
〇

一
年
の
十
二
月
に
さ
か
の
ぼ
る
。
二
〇
〇

〇
年
十
二
月
か
ら
二
〇
〇

一
年
の
初
め
に
か
け
て
大
型
珪
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藻
リ
ゾ
ソ
レ
ニ
ア
が
発
生
し
て
、
ノ
リ
に
必
要
な
栄
養
塩

を
吸
収
し
た
た
め
、
ノ
リ
に
大
被
害
が
生
じ
た
。
そ
の
た

め
農
林
水
産
省
は
、
二
〇
〇

一
年

一
月
に
学
識
経
験
者
を

集
め
て
ノ
リ
不
作
等
対
策
関
係
調
査
検
討
会
議

(通
称
ノ

リ
第

三
者

委

員

会

"
げ
洋
℃
"＼＼芝
毛
芝
」
賦
・8
㌶
h
ひq
o
な
＼

鋤『壁
評
Φ8
『一＼ヨ
α
Φ
×
●巨
巨

)
を
設
置
、
原
因
解
明
に
乗
り

出
し
た
。
二
〇
〇

一
年
十
二
月
に
ノ
リ
第
三
者
委
員
会
か

ら
出
さ
れ
た

「諌
早
湾
干
拓
地
排
水
門
の
開
門
調
査
に
関

す
る
見
解
」
に
よ
れ
ば
、
開
門
に
伴

っ
て
考
慮
す
べ
き
環

境
影
響
と
し
て
、
1
)
水
質
浄
化
機
能
の
喪
失
と
負
荷
の

増
大
、
2
)
流
動
の
変
化

(潮
位
、
流
速
、
流
向
)、
3
)

赤
潮
の
増
加
、
4
)
貧
酸
素
水
塊
の
発
生
、

5
)
タ
イ
ラ

ギ
、
ア
サ
リ
等
の
減
少
、
生
育
不
良
お
よ
び
稚
貝
の
発
死
、

6
)
諌
早
湾
の
底
質
の
変
化

(細
粒
子
化
、
浮
泥
の
堆
積
)

と
底
生
生
物
の
減
少
の
六
項
目
が
指
摘
さ
れ
た
。
ノ
リ
第

三
者
委
員
会
で
は
、
開
門
で
こ
れ
ら
の
各
項

の
検
証
が
可

能
か
ど
う
か
に
つ
い
て
検
討
を
行
い
、「
…
…
諌
早
湾
干
拓

事
業
は
重
要
な
環
境
要
因
で
あ
る
流
動
お
よ
び
負
荷
を
変

化
さ
せ
、
諫
早
湾
の
み
な
ら
ず
有
明
海
全
体

の
環
境
に
影

響
を
与
え
て
い
る
と
想
定
さ
れ
、
ま
た
、
開
門
調
査
は
そ

の
影
響
の
検
証
に
役
立

つ
と
考
え
ら
れ
る
。

現
実
的
な
第

一
段
階
と
し
て
二
ヶ
月
程
度
、
次
の
段
階
と
し
て
半
年
程

度
、
さ
ら
に
そ
れ
ら
の
結
果
の
検
討
を
ふ
ま
え
て
の
数
年

の
、
開
門
調
査
が
望
ま
れ
る
。
…
…
」
と
提
案
し
た
。
開

門
し
て
、
漁
業
被
害
が
回
復
す
れ
ば
干
拓
事
業
が
影
響
し

て
い
る
し
、
回
復
し
な
け
れ
ば
干
拓
事
業
は
漁
業
被
害
に

関
係
な
い
こ
と
が
わ
か
る
、
と
い
う
提
案
で
あ
る
。

開
門
調
査
を
提
案
し
た
ノ
リ
第
三
者
委
員
会
は
農
水
省

の
意
向
に
よ

っ
て
二
〇
〇
三
年
三
月
に
終
了
し
て
、
四
月

に
農
水
省
に

「中
・長
期
開
門
調
査
検
討
会
議
」
(葺
8
"＼＼

≦
を
≦
∋
緯
h・ひq
o
●壱
＼
毛
毫
乏
＼o
O
=
霧
一一＼∩
o
¢
塁
=
8
三
＼

コ
○
¢
ωO
コ
ωヨ
評
○
=
＼
δ
餌
び
餌
《
9
＼評
巴
8
0づ
●匿
ヨ
)

が
設
置

さ

れ
た
。
委
員
は
す
べ
て
農
水
省
官
僚
O
B
で
あ
り
、

マ
ス

コ
ミ
か
ら
お
手
盛
り
委
員
会
と
批
判
さ
れ
た
。
こ
の
委
員

は
自
然
科
学
の
専
門
家
で
な
い
た
め
、
実
際
に
は
開
門
調

査
問
題
に
つ
い
て
の
論
議
は
で
き
ず
、
専
門
家
会
議
と
い

う
下
部
組
織
を
設
け
、
実
質
的
討
議
は
専
門
家
会
議
で
な

さ
れ
た
。
専
門
家
会
議
は
八
回
開
催
さ
れ
て
、
中

・
長
期

開
門
調
査
を
実
施
す
べ
き
と
い
う
意
見
と
、
実
施
し
て
も

何
も
わ
か
ら
な

い
の
で
数
値
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
え

ば
よ
い
と
い
う
意
見
と
に
別
れ
た
。
こ
れ
を
受
け
て
検
討

会
議
は
二
〇
〇
三
年
十
二
月
に
、
両
論
併
記
を
記
述
す
る

と
と
も
に
、
開
門
調
査
を
実
施
す
る
と
思
わ
ぬ
被
害
が
出

る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
問
題
を
持
ち
出
し
て
、
結
局
開

門
調
査
実
施
を
う
や
む
や
に
す
る
結
論
を
ま
と
め
た
。

こ
の
検
討
会
議
で
は
二
つ
の
意
見
が
対
立
し
た
。
ひ
と

つ
は

「解
析
か
ら
始
め
る
調
査
手
法
」
と
称
さ
れ
る
も
の

で
、
開
門
し
て
調
査
す
る
よ
り
数
値
シ
ミ

ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

に
よ

っ
て
解
析
し
た
方
が
、
開
門
し
た
結
果
を
よ
り
よ
く

理
解
で
き
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
理
由
は
、
自

然
は
気
象
条
件
な
ど
に
よ

っ
て
さ
ま
ざ
ま
に
変
化
す
る
の

で
、
開
門
し
て
調
査
し
て
も
、
結
果
の
解
析
に
お
い
て
開

門
に
よ
る
影
響
な
の
か
、
自
然
現
象
に
よ
る
も
の
か
は
っ

き
り
し
な
い
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
点
で
す
で

に
農
水
省
主
導
で
シ
ミ

ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し
て
い

て
、
開
門
し
て
も
有
明
海
の
環
境
に
変
化
が
生
じ
な
い
と

い
う
結
論
を
出
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

「解
析
か
ら
始
め
る
調
査
手
法
」
は
、
開
門
し
て
も
環
境
変

化
が
お
き
な
い
の
で
、
開
門
す
べ
き
で
な
い
と
い
う
結
論

を
出
す
た
め
の
も
の
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。
も
う
ひ
と
つ

は

「観
測
か
ら
始
め
る
調
査
手
法
」
で
、
開
門
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
潮
位

・
潮
流
、
貧
酸
素
、
赤
潮
な
ど
が
変
化
す

る
可
能
性
が
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
方
法

は
、
旦
ハ体
的
に
ど
の
よ
う
な
調
査
に
よ

っ
て
ど
の
よ
う
な

知

見

が
得

ら

れ

る

の

か
明
確

で
な

い
と

し

て
、

否
定

的

に

001

記

述

さ

れ

て

い
る
。

「
解

析

か

ら
始

め

る
調
査

手

法

」

は
、

簡

単

に
言

う

と

シ

ミ

ュ
レ
ー

シ

ョ
ン
万
能

論

で
あ

る
。

シ

ミ

ュ
レ
ー

シ

ョ
ン

は
、

現
実

の
海

で
生

じ

て

い
る
実

態

を

観

測

結

果

に
基

づ

い

て
解

析

し

て
、

得

ら

れ
た

モ
デ

ル
に

基

づ

い
て
組

み
立

て
ら

れ

る
。

し

か
し

、
有

明

海

の
よ
う

な

潮

流

が
卓

越

し

(湾

奥

で

は
大

潮

時

に
満

潮

と

干
潮

の

潮

位

差

は

六

m
に

も
な

る

)
、
広

大

な

干

潟

と
多

量

の

浮
泥

が

存

在

す

る
水

域

の
実

態

を
把

握

す

る

モ
デ

ル
は

ま

だ
十

分

で
あ

る

と
考

え

ら

れ

て

い
な

い
。

シ
ミ

ュ
レ
ー

シ

ョ
ン

万

能

を

掲
げ

る

人

た

ち
は

、

一
方

で
基

礎

と
な

る

観

測

に

つ
い

て
、
観

測

し

て
も
何

も

わ

か

ら

な

い
と
述

べ
て

い
る

。

何

も

わ

か

ら

な

け

れ
ば

モ
デ

ル
も

組

み
立

て

る

こ
と

が

で

き
ず

、

シ
ミ

ュ
レ
ー

シ

ョ
ン
も

で

き

る
は
ず

が

な

い
。

シ

ミ

ュ
レ
ー

シ

ョ

ン
万
能

派

は
、

有

明

海

で
作

成

さ

れ

た

モ

デ

ル

で
は

な

い
他

の
海

で
作
成

さ

れ
た

モ
デ

ル

に
基

づ

い

た

シ

ミ

ュ
レ
ー

シ

ョ
ン
を

行

っ
て

い
る

の
で
、

そ

れ

に
基

づ

く

予

測

も

ど

れ

だ

け
信

頼

性

が

あ

る

の

か

疑

問

で

あ

る
。

例

え

ば

、

三
.

一
の
成
層

度

強

化

の
論

争

で
、

西

ノ

首

ら

(
二
〇

〇

四

)

が
島

原
半

島

沿

い
の
調
査

点

で
、
締

め
切

り

に
よ

っ
て

潮
流

が

二
〇
～

三
〇

%
減

少

し

て

い
る

結

果

を

示

し

た

。

し

か
し

、

シ
ミ

ュ

レ
ー

シ

ョ
ン

で
は

そ

の

よ

う

な

結

果

は

予

測

さ

れ

て

い

な

い
。

シ

ミ

ュ
レ
ー

シ

ョ
ン
万

能

派

は

、
西

ノ
首

ら

の
調

査

結

果

を
、

自

然

は

複

雑

で
、
た

ま

た

ま
そ

の
よ
う

な

結

果

が
生

じ

た

と

し

て
、

自

ら

の

シ

ミ

ュ
レ
ー

シ

ョ
ン
が

正

し

い

と
述

べ

て

い

る

が
、
ま

っ
た

く
説

得

力

に
欠

け

る
も

の
で

あ

る
。
し
た

が

っ

て
、

シ

ミ

ュ
レ
ー

シ

ョ
ン

に
よ

る

「
開

門

し

て
も

有

明

海

に
影

響

は
な

い
」

と

い
う

予

測

を

信
頼

す

る

こ

と

は

で
き

な

い
。



五
.
今
後

の
問
題

現
在
、
佐
賀
地
裁
で
諌
早
湾
干
拓
事
業
に
よ
る
漁
業
被

害
問
題
が
争
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
裁
判
は
時
間

が
か
か
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
、
漁
民
側
の
要
求
が
認
め

ら
れ
て
も
、
現
在
の
生
活
が
破
壊
さ
れ
て
い
る
漁
民
に
は

役
立
た
な
い
。
そ
こ
で
、
漁
民
側
は
直
ち
に
開
門
調
査
を

実
施
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
仮
処
分
を
申
請

し
た
。
仮
処

分
と
は
、
緊
急
性
が
あ
り
、
不
可
逆
な
被
害

を
被
る
お
そ

れ
が
あ
る
と
き
に
と
り
あ
え
ず

「仮
に
」
財
産
な
り
地
位

な
り
の
保
全
を
求
め
て
お
く
事
で
あ
る
。
今

回
に
即
し
て

考
え
る
と
、
開
門
し
な
い
と
漁
業
被
害
が
回
復
し
な
い
お

そ
れ
が
あ
る
の
で
、
直
ち
に
開
門
す
べ
き
で
あ
る
、
と
い

う
問
題
に
な
る
。
最
初
に
述
べ
た
よ
う
に
、
有
明
海
漁
業

の
再
生
は
、
深
刻
な
漁
業
被
害
を
考
え
る
と
ま
っ
た
な
し

で
あ
る
。
干
拓
事
業
と
漁
業
被
害
の
間
の
因
果
関
係
と
そ

れ
と
密
接
に
関
係
す
る
開
門
調
査
が
今
後
の
最
重
要
問
題

で
あ
る
こ
と
は
間
違

い
な
い
。
今
後
も
ぜ
ひ
有
明
海
生
態

系
異
変
問
題
に
関
心
を
も
っ
て
い
た
だ
き
、
科
学
的
解
明

が
な
さ
れ
る
よ
う
ご
協
力

い
た
だ
き
た
い
。
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